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　議員

竹
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谷　実
みのる

　議員

　

２
０
１
４
町
勢
要
覧
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
『
イ
カ
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
取
り

組
む
べ
き
だ
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　

本
町
に
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
由
良
比
女

神
社
の
「
イ
カ
寄
せ
の
浜
」
が
有
り
、
イ
カ

に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る

な
ど
イ
カ
は
古
く
か
ら
町
民
に
と
っ
て
大
変

身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
に
加
え
、
平
成
１
７
年
に

は
漁
業
者
の
所
得
向
上
と
観
光
産
業
へ
の
波

及
効
果
も
期
待
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
「
活

イ
カ
・
活
魚
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
イ
カ
を
活
か
し

た
ま
ま
で
大
都
市
圏
へ
送
る
方
法
に
取
り
組

ん
だ
り
、
活
イ
カ
料
理
、
加
工
品
の
研
究
・

開
発
や
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
に
出
展
・
参
加

な
ど
観
光
客
誘
致
や
消
費
拡
大
に
繋
が
る
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
町
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
イ
カ

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
「
イ
カ
の

ま
ち
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
町
内
外
に
も
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い

た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
や
手
提
げ
袋
、
シ
ー
ル
や
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
企
画
等
を
行
い
、
町
の
Ｐ

Ｒ
に
大
い
に
貢
献
を
し
て
い
る
。

　

今
後
は
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
策
定
さ

れ
た
第
５
次
総
合
振
興
計
画
に
沿
っ
た
形
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
町
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
う
。

　

現
在
、
設
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
メ
ン
バ
ー

の
選
定
を
進
め
て
お
り
、
出
来
る
だ
け
早
い

段
階
で
立
ち
上
げ
、
具
体
的
な
内
容
の
検
討

を
進
め
て
い
く
。

　

第
５
次
総
振
「
人
の
集
う
島
へ
・

keep3000

」の
作
成
か
ら
、２
年
が
経
過
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
町
民
の
分
析
に
よ
る

と
「
産
業
分
野
」
や
「
子
育
て
分
野
」
等
は
、

重
要
度
が
高
い
も
の
の
満
足
度
は
低
く
、
早

急
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
観
光
産
業

は
、「
隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
」
を
受
け

て
大
い
に
期
待
を
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
観

光
客
入
込
数
は
減
少
に
歯
止
め
が
き
か
な
い

状
況
に
あ
る
。

　

隠
岐
観
光
協
会
の
８
月
ま
で
の
対
前
年
比

は
95
％
、
島
前
は
99
％
と
な
り
、
中
で
も
西

ノ
島
は
94
．
5
％
と
な
っ
て
い
る
。
隠
岐
汽

船
観
光
目
的
乗
降
客
数
は
99
．
5
％
で
全
体
の

28
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
様
な
状
況
の
中
、

町
と
し
て
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

①
早
急
な
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

②
ジ
オ
パ
ー
ク
を
観
光
に
生
か
す
戦
略
に
か

け
て
い
る
の
で
は

　

以
上
の
２
件
に
つ
い
て
、町
長
の
所
見
を
問
う
。

　

こ
れ
ま
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
隠
岐
・
西
ノ

島
い
い
ね
！
」
を
活
用
し
て
島
の
見
ど
こ
ろ

や
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
島
Ｒ
Ｕ
Ｎ
大
会
等
ジ
オ
パ
ー
ク
の

持
つ
魅
力
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
間

交
流
事
業
等
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
Ｐ
Ｒ

と
な
り
交
流
人
口
の
拡
大
に
繋
が
っ
て
い
く

と
考
え
る
。

　

本
町
の
ガ
イ
ド
付
き
ツ
ア
ー
は
大
変
評
判

も
良
く
、
隠
岐
島
内
で
も
先
進
的
な
取
り
組

み
だ
と
思
っ
て
お
り
、
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
と
し
て
ガ
イ
ド
養
成
は
大
変
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
今
後
は
専
門
的
な
ツ
ア
ー
や
外

国
人
観
光
客
も
増
加
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

島
根
県
、
隠
岐
４
町
村
、
関
係
団
体
で
組
織
す

る
『
隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
活
用
推
進
検
討
会

議
』
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
観
光
に
特
化

し
た
活
用
策
を
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　

町
の
観
光
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、

観
光
を
生
業
と
す
る
現
場
が
主
導
と
な
っ
て

誘
客
と
お
も
て
な
し
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

肝
心
で
、
観
光
事
業
者
と
町
で
今
後
の
方
向

性
を
協
議
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
23
年
「
夢
と
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
標
榜
し
、
主
要
課
題
で
あ
る
、　

別
府
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
、
情
報
通
信
網
の

整
備
、
小
・
中
併
設
校
舎
建
設
ま
た
、
財
政

の
計
画
的
な
運
営
、
子
育
て
支
援
な
ど
、
本

町
の
リ
ー
ダ
と
し
て
そ
の
重
責
を
担
い
、
短

期
間
で
着
実
に
公
約
を
実
行
し
て
き
た
。

　

一
方
、
我
が
国
も
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、

地
域
経
済
の
低
迷
と
労
働
力
不
足
な
ど
が
顕

著
と
な
り
、
本
町
の
行
政
課
題
も
山
積
し
て

い
る
と
思
う
が
、
町
政
４
年
間
を
総
括
し
、

公
約
の
成
果
と
課
題
を
伺
う
。

　

ま
た
、
再
出
馬
に
あ
た
っ
て
、
今
後
、「
第

５
次
西
ノ
島
町
総
合
振
興
計
画
」
の
推
進
、「
地

方
創
生
」な
ど
極
め
て
重
要
な
４
年
間
で
あ
る
。

　

町
長
は
今
後
「
本
町
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
」

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
観
点
で
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
併
せ
て
そ
の
所
見
を
伺
う
。
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西
ノ
島
町
議
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広
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調
査
特
別
委
員
会

小
こじま

島　正
まさはる

春　議員

　

私
は
「
地
域
産
業
の
活
性
化
」「
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
充
実
」「
超
高
速
情
報
通
信
網
の
整
備
」

「
計
画
的
な
財
政
運
営
」
の
４
点
を
最
重
要
課

題
と
掲
げ
て
町
政
を
進
め
て
き
た
。

　

地
域
産
業
活
性
化
の
た
め
の
社
会
基
盤
整

備
と
し
て
は
、
各
種
道
路
の
整
備
促
進
や
浦

郷
漁
港
の
耐
震
化
、
別
府
港
フ
ェ
リ
ー
第
２

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
等
を
行
い
、
ま
た
、
産

業
面
で
は
水
産
、
農
林
、
商
工
観
光
等
の
企

業
化
、
実
用
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
支
援

や
６
次
産
業
の
推
進
、
定
住
対
策
で
は
住
環

境
の
整
備
を
計
画
的
に
行
っ
て
き
た
。

　

医
療
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保

に
取
り
組
む
と
と
も
に
施
設
整
備
と
し
て
、

旧
黒
木
保
健
所
を
改
修
し
、
機
能
回
復
訓
練

室
の
拡
充
を
行
い
、
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
中
学
校
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
、
病

児
保
育
や
不
妊
治
療
費
の
助
成
な
ど
、
少
子

化
、
子
育
て
対
策
に
つ
い
て
は
、
特
に
力
を

入
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
買
い
物
支
援
バ
ス
の
増
便
や
JA
直
売

所
、
移
動
販
売
で
の
支
援
、
ジ
ゲ
仕
事
の
手
伝

い
な
ど
集
落
支
援
に
も
努
め
て
き
た
。

　

超
高
速
通
信
網
（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
）
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
に
完
成
し
、
現
在
、

行
政
情
報
や
医
療
情
報
の
提
供
、
地
デ
ジ
の
再

送
信
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。

　

財
政
状
況
は
近
年
改
善
し
て
お
り
、
健
全
な

状
況
を
維
持
し
て
い
る
。
今
後
、
大
型
公
共
事

業
の
実
施
に
伴
う
返
済
額
の
増
大
な
ど
不
安
要

素
は
あ
る
も
の
の
、
人
口
減
少
問
題
に
取
り
組

む
た
め
、
積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
、
第
５
次

総
合
振
興
計
画
の
着
実
な
実
行
と
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

地
方
創
生
・
人
口
減
少
問
題
に
は
「
雇
用

の
場
の
創
出
に
つ
な
が
る
産
業
の
振
興
」「
安

心
し
て
産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
子
育
て

支
援
・
少
子
化
対
策
」
を
最
優
先
に
考
え
て

い
る
が
、「
福
祉
・
医
療
・
教
育
の
充
実
」
も

人
口
減
少
対
策
に
は
欠
か
せ
な
い
大
変
重
要

な
要
素
で
あ
る
。
今
後
「
夢
と
笑
顔
の
あ
ふ

れ
る
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
直
面
す
る
課

題
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

福
祉
の
現
場
は
恒
常
的
な
人
手
不
足
の
状

況
に
あ
る
が
、
現
在
あ
る
福
祉
施
設
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化

及
び
人
口
減
少
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
本
町

に
と
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
為
に
、

短
期
的
に
は
町
民
の
協
力
を
得
な
い
と
い
け

な
い
が
、
長
期
的
に
は
介
護
職
員
を
町
外
か

ら
募
る
し
か
な
い
と
考
え
る
。

　

各
事
業
所
の
努
力
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
町

の
支
援
も
大
事
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
行
政
施
策
と
し
て
、
西
ノ
島
福
祉

会
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
シ
オ
ン
の
園
と
連

携
し
、
Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー
ン
を
募
り
、
定
住
に
繋

げ
る
事
が
大
事
と
考
え
る
が
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

　

町
で
は
職
種
を
問
わ
ず
Ｈ
Ｐ
で
町
内
事
業

者
の
求
人
情
報
の
発
信
、
町
の
紹
介
や
U
・

I
タ
ー
ン
向
け
の
暮
ら
し
の
知
恵
袋
を
掲
載

し
て
い
る
。
ま
た
、
U
・
I
タ
ー
ン
フ
ェ
ア

に
参
加
し
、
求
人
情
報
や
移
住
の
希
望
者
に

は
住
宅
や
生
活
に
関
す
る
相
談
な
ど
の
対
応

を
し
て
い
る
。

　

医
療
・
漁
業
・
介
護
の
従
事
見
込
み
者
に

は
奨
学
資
金
を
優
先
的
に
貸
与
し
、
一
定
の

要
件
が
揃
え
ば
返
還
免
除
や
減
免
等
の
優
遇

措
置
制
度
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
空
き
家

改
修
・
住
宅
建
設
な
ど
の
住
環
境
の
整
備
、

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
各
種
子
育
て
支
援
策

や
緊
急
雇
用
創
出
事
業
等
を
活
用
し
て
雇
用

を
支
援
し
て
き
て
お
り
、
今
後
、「
外
国
人
技

能
実
習
制
度
」
の
活
用
に
よ
る
人
材
の
確
保

に
取
組
む
事
業
所
に
は
住
宅
確
保
の
支
援
策

な
ど
を
行
う
。

　

隠
岐
島
前
病
院
に
お
い
て
は
、
看
護
職
員

確
保
に
Ｈ
Ｐ
ブ
ロ
グ
の
発
信
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

や
積
極
的
な
看
護
学
生
の
実
習
受
入
れ
や
離

島
看
護
研
修
制
度
の
企
画
な
ど
に
よ
る
成
果

を
上
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
参
考
に
し
、
有
効

な
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
福
祉
事
業
所
等

と
連
携
し
、
職
員
確
保
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　

若
者
の
定
住
を
推
進
す
る
為
に
は
、
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
充
実
は
欠
か
せ
な
い
。

　

仕
事
・
家
が
あ
っ
て
も
子
供
を
預
け
る
保

育
園
が
充
実
し
て
い
な
い
と
、
安
心
し
て
子

供
を
預
け
て
仕
事
に
就
け
な
い
。

　

み
た
保
育
園
の
現
状
は
事
務
室
に
乳
児
の

ベ
ッ
ド
を
置
き
預
か
っ
て
お
り
、
中
途
入
所

の
場
合
は
乳
児
が
大
半
で
あ
り
、
ベ
ッ
ド
ス

ペ
ー
ス
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

将
来
の
乳
幼
児
増
加
を
考
え
た
と
き
、
保

育
士
確
保
と
共
に
み
た
保
育
園
の
増
改
築
も

検
討
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

　

保
育
士
の
確
保
は
、
子
育
て
世
代
の
方
々

が
働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
供
を
産
み
、
育

て
る
環
境
を
整
え
る
重
要
な
課
題
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

保
育
士
の
配
置
基
準
は
、
基
準
を
十
分
に

満
た
し
て
い
る
が
、
今
後
の
保
育
士
の
退
職

や
園
児
が
増
加
し
た
場
合
に
備
え
る
と
と
も

に
、
町
内
の
総
合
的
な
保
育
体
制
の
整
備
を

考
慮
し
、
保
育
士
の
確
保
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
両
保
育
園
の
連
携
に
つ
い
て
は
常

に
入
所
の
状
況
を
把
握
し
、
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
最
善
の
入
所
方
法
が
得
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

み
た
保
育
園
の
増
改
築
は
園
児
が
著
し
く

増
加
し
た
場
合
等
に
考
え
る
。


